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成果概要：本開発加速利⽤では、構築に時間やコストがかかる⼤規模⾔語モデル（LLM）の事前学習に対して、実験的検証に基づいて内部挙動を
分析するとともに，そこで得られた知⾒に基づいて計算コストの削減や性能向上を実現する研究を⾏った。

成果のポイント：
ABCIの計算資源を活⽤して得た2025年度の代表的な研究成果として，⼤規模⾔語モデルの事前学習

における性能向上に資する新たな学習⼿法を考案した。
具体的には，Transformer型⾔語モデルの内部表現に着⽬し，最終層付近で隠れ状態が急激に変化す

る現象を「ジャンプ」と名付け，その強さを定量化する指標を提案した。さらに，この現象が多様な既
存モデルにおいて普遍的に観測されることを⽰した。また，事前学習の進⾏に伴ってジャンプが増幅さ
れる傾向を明らかにし，中間層の表現能⼒が⼗分に活⽤されていない可能性を⽰唆した。これを踏まえ，
最終層付近の変化量を抑制する正則化⼿法「JREG」を提案した。JREGは，事前学習時にジャンプを罰
則化することで，各層における情報処理の均等化を促す。Llamaベースの異なる規模のモデルを⽤いた
評価の結果，モデル構造を変更することなく，ジャンプの低減と性能向上の両⽴を確認した。加えて，
中間層の寄与が増⼤し，内部表現の遷移がより滑らかになることも確認した。以上より，本研究は，
Transformer型⾔語モデルにおける学習効率と表現活⽤を改善する新たな正則化⼿法を⽰した。
さらに，ABCIを活⽤して得られたその他の研究成果として，NeurIPSなどのAI関連分野の難関国際会

議を含む査読あり国際会議・ワークショップに7件の論⽂が採択された。また，国内学会でも9件の発表
を⾏った。
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